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2

1万7480円
（2億7279万円）

議会費、商工費など

人口15606人
（平成29年3月1日現在）

町民1人あたり

約53万円負担

14万9232円
（23億2892万円）

社会福祉、高齢者、障がい
者、児童福祉費、保育所運
営費など

7万4052円
（11億5565万円）

建物の建設や維持管理、
道水路整備、大型設備の
購入など

4万2228円
（6億5901万円）

学校教育費、生涯学習費、
社会教育費など

2万2023円
（3億4369万円）

防災費、消防団費など

8万7925円
（13億7215万円）
保健衛生費、国保、介護
保険などへの繰出

6万114円
（9億3814万円）

借金の返済（元金、利子） 6万364円
（9億4204万円）

職員の給与、町長および
各種委員などの報酬、文
化ホール負担金など

1万4393円
（2億2461万円）

農業費、林業費、国土調
査費など

※（　）内は平成29年度予算額
※一人あたりの額はH29.3.1日現在
人口15606人で割った金額

※千円以下は四捨五入しています。

82億3698万円82億3698万円8282億36983698万円万円平成29年度

前年比11%増

平成29年3月定例会が3月9日から23日まで開催されました。
28年度補正予算、条例制定・改正、29年度一般会計予算などが慎重に審議され一般会計予算が決まりました。



児童センター建設予定地

町民交流広場

テニスコート用地取得

平成29年度特別会計予算
国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス事業

奨学金

簡易水道

下水道事業

20億2738万円

3憶6558万円

18億3456万円

9643万円

72万円

1億2934万円

8億2986万円

（△3.3）

（△1.3）

（1.3）

（△5.4）

（0.0）

（△43.9）

（4.6）

営農飲雑用水事業

箱原農業集落排水事業

鹿島財産区

カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区

峡南地区ことばの教室共同設置

峡南地区充指導主事共同設置

水道事業会計

246万円

1647万円

9万円

45万円

173万円

88万円

2億7532万円
1億3748万円

（△33.8）

（3.2）

（△3.3）

（△15.5）

（0.0）

（0.0）

（29.1）
（27.2）

収益的支出
資本的支出

（前年比％）

出産祝い金
535万円

第1子＝3万円、第2子＝5万円
第3子以降＝10万円

防犯カメラ借上料
75万円

平林区、穂積区、五開区設置

空き家解体費補助金
250万円

補助率　1/2
限度額　50万円

3

・新庁舎整備測量調査等業務費

・定住奨励金補助金

・児童センター建設工事費

・児童センター建設設計・監理業務

・児童センター用地取得費

・峡南医療センター企業団運営負担金

・峡南医療センター企業団貸付金

・リニア測道測量設計業務

・シビックコア予定地敷地・建物調査業務

・町民交流広場建設工事

・増穂中学校テニスコート用地取得費

・ますほ文化ホール指定管理料

・（仮）町民図書館建設設計業務

842万円

720万円

1億8400万円

2466万円

1290万円

3億1079万円

4億5000万円

2100万円

188万円

1億6250万円

1181万円

3006万円

1698万円

新 年 度 の 注 目 事 業



分科会報告

4

文字表示の出る防災ラジオ

【
上
下
水
道
課
】

問　

中
部
地
区
簡
易
水
道
老
朽

管
布
設
替
実
施
設
計
業
務
の
実

施
場
所
は
。

答　

鹿
島
地
区
の
布
設
替
え
で

あ
る
。

問　

29
年
度
当
初
に
本
町
地
区

簡
易
水
道
が
上
水
道
事
業
に
統

合
さ
れ
る
が
、そ
の
範
囲
は
。

答　

当
初
鰍
沢
北
区
を
統
合
し
、

そ
の
後
中
区
、南
区（
天
戸
を
除

く
）の
、旧
本
町
地
区
簡
易
水
道

の
利
用
区
域
を
統
合
す
る
。

【
土
木
整
備
課
】

問　

農
地
費
の
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
の
内
容
と
対
象
地
区

は
。

答　

農
業・農
村
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
維
持
発
揮
を
図
る
た

め
の
地
域
の
共
同
活
動（
草
刈
り
、

泥
上
げ
等
）を
支
援
す
る
も
の
。

対
象
地
区
は
、最
勝
寺
、　

米
、

小
林
、長
澤
、平
林
、柳
川
、箱
原
、

大
久
保
、鹿
島
、小
室（
上
手
地

区
）で
あ
る
。

【
都
市
整
備
課
】

問　

都
市
計
画
費
の
嘱
託
職
員

賃
金
と
は
。

答　

大
法
師
公
園
の
管
理
を
主

と
し
、新
た
に
配
置
し
た
嘱
託
職

員
の
賃
金
で
あ
る
。業
務
は
他
の

公
園
の
管
理
も
含
め
て
担
当
す

る
。

問　

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
建
設
予
定
敷

地
調
査
業
務
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、隣
接
地
を
買
い
上
げ
る
場

合
の
対
応
は
。ま
た
、町
有
地
と

国
有
地
の
関
係
は
。

答　

隣
接
地
の
買
い
上
げ
は
町

が
行
う
。町
有
地
に
国
の
施
設
が

移
転
し
た
場
合
は
、移
転
後
の
国

有
地
と
交
換
と
な
る
。

【
防
災
課
】

問　

防
犯
費
に
防
犯
カ
メ
ラ
借

上
料
と
あ
る
が
、設
置
予
定
地
は
。

答　

平
林
、穂
積
、五
開
の
3
カ

所
の
入
り
口
付
近
を
検
討
。

問　

防
災
ラ
ジ
オ
文
字
表
示
機

購
入
補
助
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

普
及
状
況
は
。

答　

防
災
ラ
ジ
オ
は
6
5
6
台
、

文
字
表
示
機
は
27
台
。

【
産
業
振
興
課
】

問　

病
害
虫
防
除
費
の
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
の
内
容
は
。

答　

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
に

基
づ
き
新
た
に
設
置
す
る
。身
分

は
非
常
勤
職
員
と
な
り
、町
内
の

猟
友
会
に
お
願
い
す
る
。

【
財
務
課
】

問　

財
政
管
理
費
の
公
会
計
シ

ス
テ
ム
支
援
業
務
委
託
の
内
容
お

よ
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
方
法
は
。

答　

平
成
28
年
度
決
算
か
ら
財

務
書
類
作
成
が
必
要
に
な
る
た

め
、公
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ

た
り
支
援
委
託
す
る
経
費
。ま

た
、職
員
の
研
修
も
実
施
し
て
い

る
。

【
政
策
秘
書
課
】

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額

2
2
0
0
万
円
に
対
し
、報
償

費
、手
数
料
、推
進
業
務
等
の
計

上
が
多
額
だ
が
、過
剰
な
返
礼
品

を
是
正
す
る
考
え
は
。

答　

返
礼
品
に
対
し
て
は
、地
元

特
産
品
を
使
う
な
ど
し
て
地
元

の
P
R
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
お

り
、過
剰
と
は
考
え
て
い
な
い
。

【
管
財
課
】

問　

地
籍
調
査
費
委
託
料
の
鰍

沢
第
5
地
区
調
査
業
務
の
場
所

は
。

答　

鰍
沢
北
区
の
町
民
会
館
周

辺
で
あ
る
。

【
税
務
課
】

問　

滞
納
者
の
徴
収
率
を
上
げ

る
方
策
の
効
果
は
。

答　

昨
年
行
わ
れ
た
県
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
職
員
の
指
導
、峡
南
5
町

に
よ
る「
捜
索
を
行
う
た
め
の
徴

税
吏
員
の
派
遣
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
く
捜
索
、口
座
振
替
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
績
に
よ
り
効
果
は

上
が
って
い
る
。

問　

徴
収
率
を
上
げ
る
方
策
に

よ
り
、滞
納
繰
越
件
数
に
結
果
は

出
て
い
る
か
。

答　

昨
年
6
月
時
点
の
滞
納
繰

越
者
は
8
5
9
件
で
あ
っ
た
が
、

本
年
1
月
13
日
時
点
で
の
滞
納

繰
越
者
は
5
9
5
件
と
減
っ
て
い

る
。



【
子
育
て
支
援
課
】

問　

出
産
祝
い
金
の
人
数
の
根

拠
は
。

答　

過
去
5
年
の
出
生
数
の
平

均
で
年
約
1
0
0
人
を
目
安
と

し
た
。

問　

児
童
セ
ン
タ
ー
用
地
購
入

費
に
解
体
費
用
は
入
っ
て
い
る
か
。

答　

土
地
の
購
入
費
用
の
み
で

あ
る
。

問　

児
童
館
の
報
償
費
の
予
算

が
減
っ
た
理
由
は
。

答　

各
種
教
室
等
の
講
師
を
外

部
に
依
頼
し
て
き
た
が
、児
童
セ

ン
タ
ー
の
保
育
士
等
資
格
を
持
っ

た
職
員
が
で
き
る
部
分
は
、職
員

で
対
応
す
る
よ
う
に
見
直
し
た

の
で
講
師
の
報
償
費
を
減
額
し

た
。

問　

広
域
入
所
者
の
内
訳
は
。

答　

た
ん
ぽ
ぽ
子
ど
も
の
家
に
60

人
、町
外
に
26
人
。

問　

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
調
査
委
託

料
の
内
容
は
。

答　

24
年
に
行
っ
て
以
降
、新
た

に
項
目
が
増
え
た
の
で
7
カ
所
の

保
育
所
を
調
査
す
る
。結
果
に
よ

って
は
改
修
が
必
要
。

問　

病
後
児
保
育
の
利
用
状
況

は
。

答　

28
年
は
4
件
で
あ
る
。

問　

児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

4
月
に
基
本
設
計
が
完
成
。

9
月
に
実
施
設
計
が
完
成
。建

設
は
12
月
議
会
で
議
決
を
経
た

の
ち
、30
年
1
月
に
着
工
し
翌
年

1
月
こ
ろ
に
完
成
予
定
。

【
福
祉
保
健
課
】

問　

峡
南
地
域
休
日
夜
間
の
急

患
診
療
体
制
整
備
事
業
の
当
番

に
な
る
と
、ど
ん
な
事
務
が
増
え

る
か
。

答　

峡
南
5
町
で
2
年
間
ず
つ

交
替
で
当
番
に
な
り
、補
助
金
の

申
請
、休
日
当
番
医
に
つ
い
て
医

師
会
と
の
連
絡
調
整
な
ど
が
あ

る
。

問　

小
規
模
多
機
能
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
費
の
減
額
の
理
由
は
。

答　

利
用
者
が
減
り
減
額
す
る
。

事
業
の
継
続
は
民
間
の
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
で
対
応
で
き
る
か
ど
う

か
を
含
め
、調
整
し
精
査
し
て
い

く
。

【
町
民
生
活
課
】

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
負

担
金
に
対
し
て
、月
80
件
の
利
用

は
妥
当
か
。

答　

住
民
票
と
印
鑑
登
録
の
交

付
だ
け
で
利
用
範
囲
が
少
な
く
、

カ
ー
ド
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に

限
ら
れ
る
。国
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
る

の
で
、今
後
、利
用
範
囲
が
広
が

れ
ば
カ
ー
ド
普
及
も
進
み
、コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
活
用
も
増
え
る
と
想

定
し
て
い
る
。

問　

食
品
残
渣
収
集
運
搬
お
よ

び
処
理
の
委
託
料
の
内
訳
は
。

答　

各
小
中
学
校
、各
保
育
所

の
給
食
、社
協
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
食
品
残
渣
の
運
搬
収
集
業
務

約
1
5
0
万
円
、堆
肥
化
約
30

万
円
で
あ
る
。

〈
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〉

問　

特
定
健
康
診
査
は
ど
こ
に

委
託
し
て
い
る
の
か
。

答　

基
本
検
診
は
山
梨
県
健
康

管
理
事
業
団
、人
間
ド
ッ
ク
は
峡

南
医
療
セ
ン
タ
ー
富
士
川
病
院

と
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　

古
文
書
整
理
事
業
委
託
は

い
つ
ま
で
続
き
、進
捗
状
況
の
公

開
は
あ
る
の
か
。

答　

継
続
的
に
続
け
て
い
く
。現

在
、旧
増
穂
地
区
の
整
理
を
行
っ

て
お
り
、鰍
沢
地
区
に
つ
い
て
は

手
付
か
ず
で
あ
る
。進
捗
は
年
度

ご
と
に
冊
子
を
作
成
し
て
お
り
、

町
民
図
書
館
等
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

問　

町
民
図
書
館
建
設
設
計
業

務
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

29
、30
年
度
で
敷
地
調
査

と
地
質
調
査
お
よ
び
設
計
。34

年
度
の
完
成
予
定
。

問　

民
俗
資
料
館
の
耐
震
診
断

業
務
委
託
で
診
断
後
の
対
応
は
。

答　

結
果
を
み
て
運
用
方
法
な

ど
判
断
し
た
い
。

問　

文
化
ホ
ー
ル
管
理
費
お
よ

び
運
営
費
の
減
額
は
。

答　

社
会
教
育
総
務
費
に
文
化

ホ
ー
ル
指
定
管
理
委
託
料
と
し

て
計
上
し
た
。

問　

社
会
体
育
施
設
費
の
工
事

請
負
費
は
。

答　

殿
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
女
性

ト
イ
レ
増
設
と
、照
明
設
備

L
E
D
化
、利
根
川
公
園
プ
ー
ル

上
水
道
敷
設
の
工
事
費
で
あ
る
。

【
教
育
総
務
課
】

問　

教
職
員
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
の

人
数
と
委
託
先
は
。

答　

1
3
0
人
分
を
富
士
川
病

院
へ
委
託
す
る
。高
ス
ト
レ
ス
と

判
断
さ
れ
た
時
の
た
め
に
20
人

分
の
費
用
も
含
ま
れ
る
。

5

小学校に近い児童センター予定地

藤村式建築の民俗資料館
（太鼓堂）



▼
提
出
者　

齊
藤
欽
也

▼
提
案
理
由

　

10
年
先
と
さ
れ
る
リ
ニ
ア
建

設
の
側
道
測
量
設
計
は
時
期
尚

早
で
あ
り
、
中
止
も
し
く
は
先

送
り
す
べ
き
で
あ
る
。
青
柳
32

号
線
は
、
新
設
目
的
が
あ
い
ま

い
で
再
度
検
討
し
直
す
べ
き
で

あ
る
。

問　

側
道
測
量
設
計
を
基
に
町

民
へ
の
説
明
を
す
る
の
で
測
量

設
計
は
必
要
で
は
。

答　

今
や
る
べ
き
事
業
で
は
な

い
。
財
政
的
に
控
え
る
べ
き
。

問　

青
柳
32
号
線
の
目
的
が
ど

う
あ
い
ま
い
な
の
か
。

答　

活
性
館
、
追
分
館
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
が
は

っ
き
り
し
な
い
。

修
正
案
反
対　

齊
藤
正
行

　

側
道
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
守
ら
れ
る
。

す
で
に
戸
川
か
ら
利
根
川
ま
で

調
査
済
み
で
、
そ
の
先
も
測
量

し
住
民
に
示
し
た
い
。

修
正
案
賛
成　

青
栁
光
仁

　

青
柳
32
号
線
は
企
業
誘
致
に

使
え
る
が
、
リ
ニ
ア
側
道
は
緩

衝
帯
の
両
側
4
メ
ー
ト
ル
を
使

わ
せ
て
も
ら
え
ば
道
路
舗
装
費

だ
け
で
済
む
。

修
正
案
反
対　

市
川
淳
子

　

今
回
は
小
林
地
区
の
一
番
民

家
が
あ
る
と
こ
ろ
。
町
民
に
説

明
す
る
詳
細
設
計
だ
。
青
柳
32

号
線
沿
は
、
都
市
計
画
用
途
地

域
に
指
定
さ
れ
、
土
地
の
活
用

に
は
有
効
で
あ
る
。

修
正
案
賛
成　

川
口
正
満

　

も
う
1
回
で
も
2
回
で
も
住

民
説
明
会
を
開
き
、
慎
重
に
判

断
す
べ
き
。

▼
提
出
者　

青
栁
光
仁

▼
提
案
理
由

　

資
金
繰
り
や
改
善
計
画
が
示

さ
れ
ず
、
貸
付
金
の
可
否
判
断

が
で
き
な
い
。
減
額
し
た
根
拠

は
、
6
月
の
ボ
ー
ナ
ス
時
ま
で
、

前
年
度
貸
付
金
実
績
4
億
円
と

負
担
金
3
億
1
千
万
円
で
い
け

る
。
減
額
し
た
分
に
つ
い
て
は
、

改
善
計
画
を
提
出
し
て
か
ら
判

断
し
た
い
。

問　

こ
の
3
月
に
9
億
円
借
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
4
億
円

で
は
足
り
な
い
の
で
は
。

答　

両
町
で
6
億
円
近
く
の
負

担
金
と
、
こ
の
4
億
円
の
短
期

貸
付
金
。
両
町
あ
わ
せ
て
13
億

円
以
上
は
あ
る
。

問　

3
億
1
千
万
円
を
4
月
に

出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
繰

出
基
準
通
り
に
出
す
。
28
年
度

末
に
は
資
金
不
足
と
な
っ
て
い

る
が
理
解
し
て
い
る
か
。

答　

金
融
機
関
で
調
達
で
き
れ

ば
両
町
へ
の
返
済
は
済
む
。
4

億
円
の
短
期
貸
出
が
あ
れ
ば
当

面
回
る
。
こ
の
1
、
2
カ
月
の

間
に
改
善
計
画
を
提
示
す
れ
ば

追
加
は
考
え
る
。

修
正
案
反
対　

井
上
光
三

　

負
担
金
を
増
額
し
、
や
っ
と

町
の
責
任
で
や
る
よ
う
に
な
っ

た
。
あ
と
1
年
見
て
判
断
し
た

い
。
資
金
不
足
で
困
っ
て
い
る

企
業
団
を
町
は
見
捨
て
る
の
か
。

修
正
案
賛
成　

長
澤　

健

　

病
院
を
つ
ぶ
し
た
い
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
新
年
度
予
算
で

他
の
事
業
が
減
ら
さ
れ
て
い
る

の
は
病
院
へ
の
負
担
が
影
響
し

て
い
る
。
年
々
増
え
る
貸
付
金

に
対
し
て
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

修
正
案
反
対　

小
林
有
紀
子

　

こ
れ
か
ら
企
業
団
議
員
が
本

気
で
立
ち
向
か
う
。
10
年
く
ら

い
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が

赤
字
を
解
消
し
て
い
く
。
予
算

を
通
さ
な
け
れ
ば
4
0
0
人
近

い
従
業
員
や
患
者
さ
ん
た
ち
が

困
る
。

修
正
案
賛
成　

川
口
正
満

　

経
営
改
善
計
画
、
経
営
努
力

を
見
極
め
た
い
。
市
川
三
郷
町

と
の
温
度
差
は
あ
る
が
、
我
々

は
独
自
の
結
論
を
出
す
べ
き
だ
。

修
正
案
反
対　

市
川
淳
子

　

こ
こ
で
手
を
放
す
と
病
院
側

6

質　
　

疑

質　
　

疑

討　
　

論

討　
　

論

リ
ニ
ア
側
道
設
計
、
青
柳
32
号
線
関
連

計
8
2
2
0
万
円
を
減
額
す
る
修
正
案
提
出

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
貸
付
金
6
億
5
千
万
円
を

4
億
円
に
減
額
す
る
修
正
案
提
出

 

3
月
10
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
当
初
予
算
案
に
つ
い
て
、3
月
15
日
、16
日
、21
日
に
委
員
会

を
開
き
、慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
し
修
正
案
が
出
さ
れ
た

採
決
結
果

齊
藤　

欽
也
、
堀
内　

春
美

青
栁　

光
仁
、
川
口　

正
満

修
正
案
に
賛
成

齊
藤　

正
行
、
小
林　
　

進

井
上　

光
三
、
市
川　

淳
子

長
澤　
　

健
、
鮫
田　

洋
平

秋
山　
　

勇
、
深
澤　

公
雄

小
林
有
紀
子

修
正
案
に
反
対

（
修
正
案
否
決
）
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の
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
下
が
る
。
看
護
師
も
辞
め

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
企

業
団
議
員
も
月
々
経
営
も
見
て

い
く
。
町
が
支
え
る
か
ら
頑
張

れ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
て
通

し
て
ほ
し
い
。

修
正
案
賛
成　

齊
藤
欽
也

　

こ
れ
ま
で
病
院
経
営
が
苦
し

い
と
追
加
、
追
加
で
支
援
し
て

き
た
。
そ
の
た
び
改
善
計
画
を

求
め
た
が
出
さ
れ
な
い
。
お
金

が
足
り
な
い
か
ら
く
だ
さ
い
。

は
い
そ
う
で
す
か
、
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

修
正
案
反
対　

齊
藤
正
行

　

病
院
も
努
力
し
て
い
る
。
5

階
の
病
棟
開
設
、
整
形
の
先
生

も
医
大
か
ら
1
人
来
た
。
27
年

度
幹
部
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
減
額

に
続
き
、
28
年
度
職
員
と
看
護

士
の
ボ
ー
ナ
ス
改
定
は
据
え
置

い
た
。
も
う
1
年
様
子
を
見
て

ほ
し
い
。
今
、
町
が
見
放
し
た

ら
本
当
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

※
採
決
に
は
、
秋
山
議
長
お
よ

び
神
田
特
別
委
員
会
委
員
長
は

中
立
・
公
平
の
原
則
で
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
貸
付
金
6
億
5
千
万
円
を
4
億
5
千
万
円
に
減
額

採
決
結
果

齊
藤　

欽
也
、
長
澤　
　

健

鮫
田　

洋
平
、
堀
内　

春
美

青
栁　

光
仁
、
川
口　

正
満

深
澤　

公
雄

修
正
案
に
賛
成

齊
藤　

正
行
、
小
林　
　

進

井
上　

光
三
、
市
川　

淳
子

秋
山　
　

勇
、
小
林
有
紀
子

修
正
案
に
反
対

（
修
正
案
可
決
）

本
会
議
最
終
日
に
動
議
が
出
さ
れ
る

質　
　

疑

討　
　

論

原
案
可
決

採
決
結
果

齊
藤　

正
行
、
小
林　
　

進

神
田　
　

智
、
井
上　

光
三

市
川　

淳
子
、
長
澤　
　

健

鮫
田　

洋
平
、
秋
山　
　

勇

堀
内　

春
美
、
青
栁　

光
仁

川
口　

正
満
、
深
澤　

公
雄

小
林
有
紀
子

原
案
に
賛
成

齊
藤　

欽
也
原
案
に
反
対

▼
提
出
者　

市
川
淳
子

▼
提
案
理
由

 

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

の
資
料
に
よ
る
と
、
28
年
度
末

に
は
9
億
円
の
借
入
金
を
予
定
。

両
町
か
ら
4
億
5
千
万
円
の
貸

付
金
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
返

済
は
29
年
度
の
医
業
収
入
を
充

て
る
こ
と
か
ら
、
運
営
資
金
に

不
足
が
生
じ
る
た
め
、
当
局
が

提
案
し
た
予
算
案
に
対
し
て
2

億
円
を
減
額
し
、
最
低
額
と
し

て
4
億
5
千
万
円
と
す
る
。

問　

特
別
委
員
会
で
は
減
額
修

正
案
に
対
し
、
6
億
5
千
万
円

は
必
要
最
低
限
と
い
い
な
が
ら
、

今
回
4
億
5
千
万
円
で
修
正
案

が
出
さ
れ
た
が
。

答　

6
億
5
千
万
円
は
絶
対
に

必
要
な
額
だ
が
、
当
面
3
月
末

を
乗
り
切
る
た
め
に
は
両
町
か

ら
の
4
億
5
千
万
円
が
必
要
だ
。

問　

企
業
団
で
改
善
で
き
な
け

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
新
し

い
方
策
も
検
討
す
る
か
。

答　

資
金
繰
り
の
経
営
面
と
、

内
部
の
改
善
点
の
二
つ
を
大
き

な
改
善
目
標
と
し
て
検
討
し
て

い
く
。
特
に
富
士
川
病
院
、
市

川
三
郷
病
院
と
の
医
業
分
化
が

課
題
。

問　

医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
議

員
の
チ
ェ
ッ
ク
も
甘
く
は
な
か

っ
た
か
。
ど
の
時
点
で
資
金
不

足
を
承
知
し
た
か
。

答　

当
初
は
3
年
で
黒
字
に
な

る
計
画
だ
っ
た
が
計
画
は
破
た

ん
し
た
。
病
院
を
潰
す
わ
け
に

は
い
か
ず
、
資
金
不
足
は
承
知

で
両
町
が
後
ろ
盾
し
て
い
る
。

修
正
案
反
対 

青
栁
光
仁

 

企
業
団
か
ら
何
も
情
報
が
伝

わ
ら
な
い
中
、
貸
付
金
6
億
5

千
万
円
と
、
負
担
金
3
億
1
千

万
円
の
予
算
が
出
さ
れ
た
。
判

断
材
料
が
な
い
の
で
貸
付
金
4

億
円
の
減
額
修
正
案
を
出
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
修
正
案

が
可
決
さ
れ
た
。
5
千
万
円
増

や
す
根
拠
が
分
か
ら
な
い
の
で
、

昨
年
実
績
の
4
億
円
で
よ
い
。

修
正
案
賛
成
討
論　

な
し

　

修
正
議
決
し
た
部
分
を
除
く

平
成
29
年
度
富
士
川
町
一
般
会

計
予
算

採
決
結
果

齊
藤　

欽
也
、
堀
内　

春
美

青
栁　

光
仁
、
川
口　

正
満

修
正
案
に
反
対

齊
藤　

正
行
、
小
林　
　

進

神
田　
　

智
、
井
上　

光
三

市
川　

淳
子
、
長
澤　
　

健

鮫
田　

洋
平
、
秋
山　
　

勇

深
澤　

公
雄
、
小
林
有
紀
子

修
正
案
に
賛
成

修
正
案
可
決



・
道
の
駅
富
士
川
整
備
基
金
条
例

　

施
設
の
整
備
に
充
て
る
た
め
。

問　

道
の
駅
富
士
川
整
備
基
金

の
積
み
立
て
る
金
額
は
決
ま
っ

て
い
る
か
。

答　

金
額
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

寄
付
金
を
基
準
に
積
み
立
て
る
。

・
富
士
川
町
中
小
企
業
及
び
小
規

模
企
業
振
興
基
本
条
例

　

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携
し

て
中
小
企
業
等
の
振
興
を
推
進

す
る
。
ま
た
、
創
意
工
夫
さ
れ

た
取
り
組
み
や
連
携
に
よ
る
成

長
と
持
続
的
発
展
を
図
る
。

・
富
士
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
富

士
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
改
正

　
　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

・
富
士
川
町
特
定
個
人
情
報
保
護

条
例
の
改
正

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
お
よ
び
行
政
手
続
き
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
、
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正

・
富
士
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
改
正

　

消
防
団
員
の
公
務
災
害
補
償

お
よ
び
退
職
報
償
金
に
つ
い
て
、

規
程
を
明
確
に
す
る
た
め
の
一

部
改
正

・
富
士
川
町
税
条
例
の
改
正

　

地
方
税
法
お
よ
び
地
方
交
付

税
法
の
一
部
改
正

・
富
士
川
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
改
正

　

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
廃

棄
物
の
さ
ら
な
る
減
量
を
図
る

た
め
の
一
部
改
正

・
富
士
川
町
ふ
れ
あ
い
の
家
条
例

の
廃
止

　

地
域
の
自
主
性
お
よ
び
裁
量

に
よ
る
運
営
を
図
る
た
め
に
廃

止
す
る
。

問　

「
富
士
川
町
ふ
れ
あ
い
の

家
条
例
」
を
廃
止
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
今
後
の
ふ
れ
あ
い
の

家
の
管
理
や
改
築
は
ど
う
考
え

る
か
。

答　

地
域
の
会
合
の
拠
点
施
設

の
管
理
は
区
で
対
応
し
、
建
て

替
え
時
に
は
貸
付
金
利
用
も
可

能
で
あ
る
。

・
天
神
中
條
ふ
れ
あ
い
の
家

　

天
神
中
條
区
へ

・
大
久
保
ふ
れ
あ
い
の
家

大
久
保
区
へ

・
青
柳
町
一
丁
目
ふ
れ
あ
い
の
家

　

青
柳
町
区
へ

・
青
柳
町
三
丁
目
ふ
れ
あ
い
の
家

　

青
柳
町
区
へ

・
小
室
ふ
れ
あ
い
の
家

　

穂
積
区
へ

・
人
権
擁
護
委
員

　

佐
々
木
勝
利
（
鰍
沢
中
区
）

・
公
平
委
員

　

長
澤　

良
子
（
天
神
中
條
区
）

　

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
予
算
関
係

問　

救
急
医
療
体
制
は
、
統
合

時
の
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
か
。

答　

救
急
医
療
の
取
り
組
み
は
、

医
師
の
確
保
や
両
病
院
の
業
務

分
担
に
時
間
を
要
し
て
い
る
が
、

鋭
意
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

道
路
改
良
舗
装
費
の
中
に
、

リ
ニ
ア
側
道
の
測
量
設
計
業
務

に
2
1
0
0
万
円
計
上
。
昨
年

も
3
千
万
円
計
上
。
29
年
度
予

算
の
目
的
と
内
容
は
。

答　

28
年
度
は
、
戸
川
沿
い
か

ら
ニ
ス
カ
ま
で
の
約
半
分
ぐ
ら

い
、
29
年
度
に
残
り
の
測
量
と

詳
細
設
計
を
す
る
。

ふれあいの家を区へ譲与
【
条
例
制
定
】

【
条
例
改
正
】

【
条
例
廃
止
】

【
人　

事
】（
敬
称
略
）

【
不
動
産
の
譲
与
】

8

29
年
度
総
括
質
疑
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峡南広域行政組合
　3月29日に第1回定例会が開催され、専決処分1件、条例改正3件、平成28年度補正予算3件、
平成29年度予算3件を原案のとおり可決した。
平成29年度峡南広域行政組合負担金

会計名 総予算 富士川町負担金

合　計

一般会計
介護保険特別会計
峡南ふるさと市町村圏特別会計

16億5115万円
2億1942万円
999万円

18億8056万円
（前年比3.1%減）

3億8434万円
0円
0円

3億8434万円
（前年比3.6%増）

平成29年度富士川町負担金
会計名

組合費負担金
町電算システム負担金
広域ネット負担金

富士川町負担金
3億5042万円
2566万円
826万円

3億8434万円合　計

　3月30日に定例議会が開
催され、条例改正1件、平
成28年度補正予算5件、平
成29年度当初予算6件を
原案のとおり可決した。予
算総額、町負担金は前年
度並みである。

一般会計
ごみ処理事業
公園事業
老人福祉事業
勤労青年センター事業
し尿処理事業

（前年比△0.5%）

4180万円
11億8862万円

876万円
3360万円
4621万円

2億4580万円
15億6480万円

（前年比△0.2%）

338万円
8320万円
77万円
282万円
368万円
0円

9385万円

会計名 総予算 富士川町負担金

合　計

平成29年度中巨摩地区広域事務組合負担金
中巨摩地区広域事務組合

　3月30日、三郡衛生組合議
会定例会が開催され、29年度
各事業の予算認定ほか11案
件が、原案通り承認可決され
た。各事業とも約90%が市町
の負担金で運営されている。
し尿事業では公共下水道の普
及により処理量が減少し、対
前年4百万円の減収予算と
なっている。

＊均等割り　30%、人口割り　70%
＊中央市の火葬負担金は旧玉穂・田富町分

＊南ア市のし尿負担金は旧櫛形・甲西・若草町分
＊市川三郷の負担金は旧市川・三珠町分

富士川町
市川三郷町
南アルプス市
中央市
昭和町

一般会計
329万円
296万円
847万円
169万円
127万円
1768万円

し尿処理事業
4200万円
3502万円

1億3240万円
0円
0円

2億0942万円

火葬事業
1845万円
1669万円
7487万円
3737万円
2564万円

1億7302万円

合　計
6373万円
5467万円

2億1574万円
3906万円
2691万円

4億0011万円合　計

平成29年度三郡衛生組合負担金
三郡衛生組合

峡南医療センター企業団

　2月27日、第1回定例会が開催され、条例改正案
1件、平成28年度補正予算を原案のとおり可決した。
　補正予算案は財源更生、条例改正案は、職員の
育児休業に関する条例及び勤務時間、休暇等に関
する条例の一部改正。

定例会

　3月27日、第1回臨時会が開催され、平成29年度
会計予算が原案のとおり可決した。

臨時会

平成29年度会計予算予定損益計算書

医業収益、事業収益
医業外収益、事業外収益
収益合計

42億1033万円
6億1427万円
48億2460万円

医業費用、事業費用
医業外費用、事業外費用
費用合計

47億4353万円
1億7509万円
49億1862万円

経常損益 －9402万円



問　

災
害
時
に
備
え
、C
A
T
V

会
社
と
の
連
携
は
必
要
だ
。
町
か

ら
の
情
報
提
供
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
連
携
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

政
策
秘
書
課
長　

昨
年
9
月
1

日
に
防
災
、
災
害
、
生
活
等
の

行
政
情
報
を
町
民
に
周
知
す
る

目
的
で
、
富
士
川
C
A
T
V
と

デ
ー
タ
放
送
に
関
す
る
業
務
協

定
を
締
結
し
た
。
今
後
も
連
携

し
、
生
活
に
密
着
し
た
放
送
を

通
じ
、
よ
り
効
果
的
で
利
便
性

の
高
い
行
政
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問　

災
害
時
の
情
報
伝
達
と
し
て
、

防
災
ラ
ジ
オ
と
C
A
T
V
を
連

携
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

防
災
課
長　

本
町
で
は
、
災
害

時
や
各
種
行
政
情
報
を
伝
達
す

る
際
、
防
災
行
政
無
線
放
送
を

は
じ
め
、
防
災
ラ
ジ
オ
シ
ス
テ

ム
と
富
士
川
C
A
T
V
の
デ
ー

タ
放
送
シ
ス
テ
ム
を
連
携
し
、

情
報
伝
達
を
行
っ
て
い
る
。

問　

現
在
は
防
災
ラ
ジ
オ
と

C
A
T
V
が
連
携
し
た
情
報
提

供
だ
が
、
将
来
は
さ
ら
に
き
め

細
か
な
情
報
を
伝
達
す
る
方
法

も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

防
災
課
長　

現
在
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
さ
ま
ざ
ま
な
携
帯
情

報
端
末
が
普
及
し
て
い
る
の
で
、

さ
ら
に
進
化
し
た
シ
ス
テ
ム
が

構
築
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

学
校
や
P
T
A
と
連
携
し

C
A
T
V
網
を
利
用
し
て
、
子
ど

も
の
所
在
を
確
認
で
き
る
、
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長　

児
童
生
徒
の

安
全
を
確
保
す
る
見
守
り
は
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
安
全
安
心

な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。
本
町
で
は
登
下
校
時
の

見
守
り
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
送
迎
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

配
置
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、

ふ
れ
あ
い
1
1
0
番
の
家
と
の

連
携
、
防
災
無
線
で
の
見
守
り

放
送
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な

ど
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
見

守
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

C
A
T
V
と
の
連
携
は
多
額
な

費
用
が
か
か
る
た
め
考
え
て
い

な
い
。

問　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
対

策
と
し
て
、
C
A
T
V
を
活
用

し
た
安
否
確
認
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

高
齢
者
の
見

守
り
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
訪
問
指
導
、
民
生
委
員

の
見
守
り
や
民
間
事
業
者
と
の

地
域
見
守
り
協
定
な
ど
、
地
域

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

C
A
T
V
を
活
用
し
た
シ
ス
テ

ム
は
C
A
T
V
事
業
者
が
判
断

す
る
も
の
と
考
え
る
。

深
澤
公
雄
議
員

防
災
ラ
ジ
オ
と

C
A
T
V
の
連
携
は

子
ど
も
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
の
構
築
は

一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
安
否
確
認
を

10

町の情報提供等
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CATVと連携し
情報提供を行う

総
務
省
資
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よ
り



齊
藤
正
行
議
員

新町民体育館の建設場所は

建設基本計画検討委員会で検討建設基本計画検討委員会で検討

長年放置された空き家

リ
ニ
ア
建
設
の

影
響
は

リ
ニ
ア
対
策
室
を

設
置

空
き
家
解
体
費

補
助
金
は

問　

新
町
民
体
育
館
を
、
小
林

区
内
に
建
設
を
望
む
要
望
書
が

小
林
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
が
、

場
所
の
選
定
は
ど
の
よ
う
に
検

討
す
る
か
。

教
育
長　

富
士
川
町
民
体
育
館

建
設
基
本
計
画
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
報
告
書
の
内
容
を

精
査
し
た
上
で
ア
ク
セ
ス
や
利

便
性
な
ど
を
考
慮
し
、
町
民
が

利
用
し
や
す
い
場
所
を
選
定
す

る
。

問　

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
た
ち
へ
の
対
応
は
。

財
務
課
長　

J
R
東
海
か
ら
用

地
交
渉
を
委
託
さ
れ
た
山
梨
県

リ
ニ
ア
用
地
事
務
所
に
、
町
の

代
替
地
登
録
制
度
に
登
録
さ
れ

た
1
8
9
筆
の
土
地
を
提
供
し
、

町
内
へ
の
移
住
を
勧
め
る
。

問　

補
償
対
象
外
の
地
価
の
下

落
、
土
地
の
活
用
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
へ
の
対
応
は
。

財
務
課
長　

事
業
施
行
中
ま
た

は
施
行
後
に
お
け
る
不
利
益
・

損
失
・
損
害
な
ど
損
失
の
類
型

ご
と
に
補
償
を
要
請
し
て
い
く
。

問　

東
小
林
地
区
は
水
不
足
が

深
刻
で
、
井
戸
水
の
枯
渇
な
ど
、

水
稲
に
あ
た
え
る
影
響
を
事
前

に
考
慮
し
、
利
根
川
の
伏
流
水

を
使
え
る
よ
う
な
対
策
は
と
れ

な
い
か
。

財
務
課
長　

リ
ニ
ア
に
起
因
す

る
か
、
今
は
想
定
で
き
な
い
。

問　

リ
ニ
ア
建
設
の
影
響
は
、

町
民
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
町
民
に
寄
り
添

っ
た
何
で
も
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
所
を
作
る
考
え
は
。

町
長　

4
月
か
ら
リ
ニ
ア
対
策

室
に
格
上
げ
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
困
ら
な
い
よ
う
、
町
民
と

直
接
向
き
合
っ
て
い
く
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
照
明
を
残

し
た
ま
ま
使
え
る
か
。

都
市
整
備
課
長　

公
園
利
用
計

画
を
検
討
す
る
。

問　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

補
助
金
の
創
設
は
良
い
と
思
う

が
、
解
体
し
た
場
合
固
定
資
産

税
が
上
が
る
こ
と
へ
の
対
応
は
。

政
策
秘
書
課
長　

空
き
家
を
放

置
し
て
い
る
理
由
は
、
解
体
費

用
と
固
定
資
産
税
が
増
額
に
な

る
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

空
き
家
実
態
調
査
を
基
に
、
危

険
空
き
家
と
指
定
し
た
住
宅
を

解
体
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
「
特
定
空
き
家
」
に
指
定

さ
れ
れ
ば
、
指
導
・
勧
告
・
命

令
を
行
う
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
危
険
空
き
家
の
解
体
は
進

む
と
考
え
る
。
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長
沢
け
ん
議
員

問　

4
月
か
ら
女
性
消
防
団
員

が
入
団
す
る
が
、
本
部
所
属
と

分
団
所
属
の
職
務
の
違
い
は
。

防
災
課
長　

分
団
所
属
は
男
性

団
員
と
同
様
の
役
割
を
担
う
。

本
部
所
属
は
、
広
報
活
動
・
啓

発
活
動
な
ど
を
担
う
。

問　

2
0
1
7
年
3
月
12
日
か

ら
「
準
中
型
免
許
」
が
創
設
さ

れ
、
普
通
免
許
で
は
ポ
ン
プ
車

に
乗
れ
な
く
な
る
。
A
T
限
定

免
許
同
様
、
今
後
の
対
応
は
。

防
災
課
長　

新
入
団
員
の
勧
誘

の
際
に
、
準
中
型
自
動
車
以
上

の
免
許
取
得
者
の
確
認
と
、
未

取
得
者
に
免
許
取
得
に
応
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

問　

準
中
型
免
許
証
を
取
得
す

る
団
員
へ
の
補
助
金
は
。

防
災
課
長　

喫
緊
の
課
題
と
し

て
、
運
転
免
許
証
の
取
得
経
費

の
一
部
を
助
成
し
た
い
。

問　

地
元
に
住
ん
で
い
る
若
者

が
多
く
在
籍
し
て
い
る
消
防
団

の
婚
活
の
考
え
は
。

政
策
秘
書
課
長　

消
防
団
員
を

は
じ
め
、
町
内
在
住
者
の
方
々

が
参
加
し
や
す
い
内
容
を
企
画

し
開
催
し
た
い
。

問　

東
日
本
大
震
災
の
時
、
携

帯
電
話
や
メ
ー
ル
は
使
用
不
能

だ
っ
た
が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
連
絡
手
段
に

使
え
た
。
S
N
S
を
活
用
す
る

考
え
は
。

防
災
課
長　

S
N
S
活
用
に
向

け
た
ル
ー
ル
作
り
を
検
討
し
た

後
、
消
防
団
の
災
害
情
報
伝
達

手
段
の
一
つ
に
位
置
づ
け
た
い
。

問　

林
地
台
帳
作
成
業
務
の
内

容
は
。

産
業
振
興
課
長　
「
森
林
所
有
者

の
氏
名
お
よ
び
住
所
」「
所
在・地

番・地
目・面
積
」や
境
界
に
関
す

る
測
量
の
実
施
状
況
、
森
林
の

土
地
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た

め
の
地
図
を
作
成
す
る
。

問　

面
積
の
出
し
方
は
。

産
業
振
興
課
長　

登
記
情
報
を

記
載
す
る
。

問　

林
地
台
帳
の
活
用
方
法
は
。

町
長　

未
登
記
、
未
相
続
を
直

し
、
民
有
林
を
把
握
。
面
積
と

公
図
が
違
う
土
地
は
、
資
料
を

公
表
し
確
認
し
て
い
た
だ
く
。

問　

前
回
、
森
林
を
活
用
し
た

C
L
T
製
造
な
ど
の
産
業
に
力

を
い
れ
る
質
問
に
対
し
、
峡
南

森
林
組
合
、
森
林
所
有
者
に
有

効
活
用
を
促
し
た
い
と
の
答
弁

を
も
ら
っ
た
が
、
具
体
的
な
連

携
、
活
用
策
は
。

産
業
振
興
課
長　

林
地
台
帳
を

活
用
し
、
林
業
事
業
者
の
効
率

的
な
施
業
集
約
化
を
進
め
る
。

森
林
組
合
に
も
、
加
工
の
技
術

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
働
き
か

け
る
。
ま
た
、
公
共
建
築
物
に

で
き
る
限
り
地
元
木
材
の
活
用

を
進
め
る
。

消防団員の準中型免許取得の補助金は

取得経費の一部を補助取得経費の一部を補助

森
林
活
用
は
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問　

町
民
体
育
館
建
設
検
討
委

員
会
の
報
告
書
を
見
る
と
、
新

体
育
館
は
延
べ
床
面
積
が

5
0
0
0
㎡
、
必
要
な
用
地
面

積
が
2
6
0
0
0
㎡
、
バ
レ
ー

コ
ー
ト
3
面
、
固
定
の
観
覧
席

が
1
0
0
0
席
、
駐
車
場
は
車

8
0
0
台
、
バ
ス
10
台
、
体
育

館
の
面
積
だ
け
で
も
今
の
体
育

館
の
2
倍
、
人
口
1
5
6
0
0

人
の
小
さ
な
町
に
こ
ん
な
に
大

き
な
体
育
館
が
必
要
な
の
か
。

教
育
長　

今
後
「
町
民
体
育
館

建
設
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
報
告
書
の
内
容

を
精
査
し
、
施
設
の
規
模
を
検

討
し
て
い
く
。

問　

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
小
林
地
区
、
舂
米
地
区
の
、

現
在
の
避
難
場
所
に
な
っ
て
い

る
地
区
の
人
を
委
員
と
し
て
、

選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
。

教
育
長　

町
全
体
の
中
で
選
任

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

平
成
42
年
に
は
町
の
人
口

は
1
2
0
0
0
人
に
減
少
し
、

平
成
49
年
に
は
、
1
万
人
を
割

る
推
計
も
あ
る
。
働
い
て
税
金

を
納
め
る
人
口
が
半
数
以
下
に

な
り
、
国
か
ら
の
交
付
金
も
毎

年
減
り
厳
し
い
経
済
状
況
が
続

く
。
新
体
育
館
建
設
に
つ
い
て

は
慎
重
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
と
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
な
体

育
館
に
し
て
い
く
。

問　

体
育
館
建
設
後
の
維
持
管

理
費
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

管
理
運
営
方

針
や
設
備
の
詳
細
が
ま
だ
決
ま

っ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で

は
算
出
で
き
て
い
な
い
。

問　

現
在
の
体
育
館
の
年
間
維

持
費
が
7
3
0
万
円
か
か
っ
て

い
る
。
2
倍
だ
か
ら
毎
年

1
5
0
0
万
円
く
ら
い
か
か
る

と
思
う
。
今
、
私
た
ち
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
大

き
な
箱
物
を
造
る
こ
と
で
は
な

い
。
負
の
遺
産
に
な
り
次
世
代

が
困
窮
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
何
の
た
め
の
行
政
か
。

生
涯
学
習
課
長　

町
民
体
育
館

建
設
基
本
計
画
検
討
委
員
会
に

お
い
て
報
告
書
の
内
容
を
精
査

し
て
い
く
。

問　

建
設
場
所
の
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長　

検
討
委
員
会

で
選
定
す
る
。

問　

リ
ニ
ア
建
設
で
小
林
地
区

が
分
断
さ
れ
、
過
疎
化
さ
れ
な

い
よ
う
小
林
地
区
を
考
慮
し
て
、

現
在
の
体
育
館
の
北
側
付
近
に

建
設
す
れ
ば
付
近
一
帯
が
ス
ポ

ー
ツ
ゾ
ー
ン
と
な
り
、
効
率
が

良
い
と
思
う
。
ま
た
、
リ
ニ
ア

移
転
の
補
償
は
8
億
円
く
ら
い
、

残
り
27
億
円
は
町
民
の
税
金
と

借
金
で
あ
る
。
町
民
が
納
得
す

る
体
育
館
の
建
設
を
す
る
べ
き

で
は
。

教
育
長　

財
政
計
画
に
つ
い
て

は
慎
重
に
検
討
す
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】

・
買
い
物
難
民
の
救
済
は

堀
内
春
美
議
員

新体育館の規模は

報告書を精査し検討していく報告書を精査し検討していく

移転予定の町民体育館
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斉
藤
欽
也
議
員

問　

庁
舎
整
備
の
検
討
委
員
会

か
ら
、
実
施
に
当
た
っ
て
の
検

討
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

管
財
課
長　

基
本
構
想
の
内
容

と
は
別
に
、
耐
震
・
防
災
や
財

源
・
コ
ス
ト
、
施
設
・
機
能
な

ど
7
項
目
に
関
す
る
要
望
・
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の

内
容
の
一
部
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

南
ア
ル
プ
ス
市
や
中
央
市

で
は
財
源
を
考
え
、
本
庁
舎
の

近
く
に
新
た
に
分
棟
を
建
て
る

と
し
て
い
る
。
町
は
ひ
と
つ
の

建
物
に
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
が
、
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。

町
長　

ど
う
い
う
形
の
分
棟
方

式
に
す
る
の
か
も
含
め
、
基
本

計
画
検
討
委
員
会
の
な
か
で
具

体
的
な
検
討
を
す
る
。

問　

合
併
推
進
債
が
使
え
る
間

に
、
す
べ
て
つ
く
る
と
い
う
考

え
が
強
い
が
、
こ
れ
も
借
金
で

あ
り
、
一
挙
に
債
務
返
還
が
く

れ
ば
財
政
は
硬
直
化
し
、
他
の

事
業
を
縮
小
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
場
面
が
出
て
く
る
が
。

町
長　

実
質
公
債
比
率
も
将
来

負
担
比
率
も
上
が
る
が
、
将
来

負
担
比
率
3
5
0
％
ま
で
は
い

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

1
2
0
億
円
の
数
字
を
見

て
多
く
の
町
民
が
心
配
し
て
い

る
。
町
民
の
声
を
聞
く
場
を
設

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

全
体
の
事
業
の
良
し
悪

し
は
、
町
民
で
な
く
、
議
会
で

審
議
し
て
い
た
だ
く
。

問　

リ
ニ
ア
側
道
計
画
は
当
初
、

リ
ニ
ア
新
駅
ま
で
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
必
要
と
の
説
明
で
あ

っ
た
が
、
途
中
か
ら
広
い
緩
衝

帯
と
し
て
必
要
と
の
話
に
な
っ

た
が
。

町
長　

対
策
協
議
会
を
設
立
し

た
と
き
、
県
道
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
要
請
し
た
が
、
釜
無

川
に
橋
は
架
け
ら
れ
な
い
と
断

ら
れ
た
。
中
央
市
は
環
状
道
路

が
あ
り
、
生
活
用
道
路
と
し
て

新
た
に
整
備
す
る
考
え
は
な
い
。

ま
た
南
ア
ル
プ
市
も
市
単
独
で

生
活
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る

考
え
は
な
か
っ
た
。

　

町
と
し
て
は
地
域
か
ら
残
さ

れ
た
土
地
が
困
る
と
か
、
隣
近

所
が
分
断
さ
れ
て
困
る
と
い
っ

た
声
を
受
け
、
戸
川
か
ら
ニ
ス

カ
ま
で
側
道
と
し
て
生
活
道
路

が
で
き
れ
ば
、
甲
西
バ
イ
パ
ス

や
南
ア
ル
プ
ス
I
C
も
使
え
る

の
で
側
道
計
画
を
発
表
し
て
き

た
。

問　

人
口
も
財
政
規
模
も
大
き

い
町
で
す
ら
、
予
算
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
。
計
画
そ
の
も
の
を
中

止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

沿
線
の
地
権
者
が
側
道

は
要
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
、

緩
衝
地
帯
も
4
m
で
良
い
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
変
更
す
る
こ

と
も
あ
り
う
る
。

庁舎は耐震化と分棟方式で

耐震化は補助金が出ない耐震化は補助金が出ない

耐震化して利用できるのでは？

リ
ニ
ア
側
道
用
地
の

先
行
取
得
は
中
止
す
べ
き
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問　

今
回
の
支
援
で
経
営
改
善

さ
れ
る
と
し
た
根
拠
は
。

町
長　

運
営
費
の
負
担
割
合
を

特
別
交
付
税
の
2
分
の
1
か
ら
、

特
別
交
付
税
の
全
額
と
地
方
公

営
企
業
へ
の
繰
り
出
し
基
準
の

上
限
範
囲
以
内
と
し
た
こ
と
で
、

財
務
内
容
は
大
幅
に
改
善
さ
れ

る
と
考
え
る
。

問　

短
期
貸
付
金
を
29
年
度
6

億
5
千
万
円
と
し
、
こ
れ
に
よ

り
経
営
改
善
さ
れ
る
と
し
た
根

拠
は
。

福
祉
保
健
課
長　

医
療
セ
ン
タ

ー
企
業
団
か
ら
は
14
億
円
の
貸

付
要
請
が
あ
っ
た
が
、
1
億
円

減
額
し
て
両
町
で
13
億
円
、
そ

れ
ぞ
れ
6
億
5
千
万
円
短
期
貸

付
と
し
た
。

問　

議
会
に
は
何
も
資
料
が
な

い
中
で
、
26
年
に
2
億
円
、
27

年
に
4
億
円
、
今
回
は
6
億
5

千
万
円
の
短
期
貸
付
。
町
の
予

算
が
硬
直
し
な
い
か
。

町
長　

単
年
度
の
損
益
が
0
で

も
来
年
度
も
同
額
の
貸
付
け
が

必
要
で
、
経
営
改
善
し
な
け
れ

ば
増
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
病

院
の
自
助
努
力
を
促
す
。
ま
た

財
政
硬
直
化
に
つ
い
て
は
一
般

歳
出
に
影
響
し
な
い
範
囲
で
あ

る
。

問　

6
億
5
千
万
円
の
貸
付
審

査
会
は
い
つ
開
か
れ
た
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

具
体
的
申
請

が
な
い
の
で
開
催
し
て
い
な
い
。

問　

申
請
が
な
い
中
こ
の
貸
付

は
ど
こ
で
決
ま
っ
た
の
か
。

町
長　

あ
く
ま
で
も
予
算
で
、

貸
付
を
決
定
し
た
わ
け
で
は
な

い
。

問　

経
営
改
善
計
画
の
年
次
計

画
と
実
行
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長　

29
年
度
か
ら

32
年
度
ま
で
の
「
新
峡
南
医
療

セ
ン
タ
ー
改
革
プ
ラ
ン
」
を
本

年
度
中
に
策
定
す
る
。
素
案
で

あ
る
が
実
行
計
画
も
作
成
し
た
。

問　

青
柳
宿
活
性
館
と
、
追
分

館
の
耐
震
化
と
保
存
は
。

産
業
振
興
課
長　

倒
壊
の
可
能

性
の
高
い
建
物
と
診
断
さ
れ
た
。

活
用
策
が
な
け
れ
ば
取
り
壊
す

方
針
と
し
た
。
町
と
し
て
耐
震

化
す
る
予
定
は
な
い
。

町
長　

29
年
度
に
、
古
民
家
再

生
を
手
掛
け
る
民
間
会
社
に
利

活
用
調
査
を
依
頼
し
そ
の
た
め

の
予
算
計
上
も
し
て
い
る
。

問　

鰍
沢
河
岸
跡
地
を
ヤ
マ
ト

運
輸
へ
貸
出
す
内
容
は
。

管
財
課
長　

面
積
4
2
6
5
㎡

を
貸
付
け
る
が
、
契
約
内
容
と

貸
地
料
は
協
議
中
で
あ
る
。

青
栁
光
仁
議
員

峡南医療センターへの財政支援は

貸付金6億5千万円を計上貸付金6億5千万円を計上

貸出予定の鰍沢河岸跡地

歴
史
的
遺
産
の

保
存
を
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川
口
正
満
議
員

問　

12
月
議
会
で
活
性
館
を
取

り
壊
す
と
答
弁
さ
れ
た
。
一
方
、

内
閣
官
房
が
古
民
家
を
改
修
し

て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
動
き

も
で
て
き
た
。
新
聞
に
も
「
歴

史
2
建
築
取
り
壊
し
」
と
大
き

く
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
間
に
、

検
討
さ
れ
た
経
緯
と
状
況
の
変

化
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
課
長　

活
性
館
・
追

分
館
に
つ
い
て
「
歴
史
的
文
化

施
設
を
保
存
す
る
要
請
書
」
の

提
出
が
あ
り
、
古
民
家
再
生
を

手
が
け
る
民
間
会
社
と
、
青
柳

宿
の
施
設
を
町
に
お
い
て
利
活

用
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

問　

観
光
振
興
計
画
で
は「
青
柳

宿
活
性
館
と
追
分
館
は
他
の
拠
点

と
連
携
し
て
観
光
交
流
ゾ
ー
ン

の
形
成
を
図
る
べ
き
」と
し
た
。

活
性
館
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う

に
町
民
の
知
恵
を
集
め
て
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

活
性
館
は
他

の
観
光
交
流
施
設
と
連
携
し
、

魅
力
の
向
上
を
図
る
と
し
た
が
、

安
全
性
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、

追
分
館
と
と
も
に
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
観
光
振
興
計
画
の
見

直
し
を
図
り
た
い
。

問　

喫
煙
に
よ
り
が
ん
に
な
る

確
率
は
3
〜
4
倍
に
な
る
と
い

わ
れ
る
。
町
民
の
健
康
を
守
る

た
め
に
、
公
共
施
設
に
お
い
て

禁
煙
対
策
を
具
体
化
し
た
い
。

健
康
増
進
計
画
で
は
「
喫
煙
は

さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
を
引
き
起
こ

す
最
も
危
険
な
要
因
で
あ
る
」

と
指
摘
し
た
。
喫
煙
率
は
減
少

し
た
か
。

福
祉
保
健
課
長　

24
年
度
喫
煙

率
は
男
性
が
27
・
9
％
、
女
性

が
5
・
0
％
。
26
年
度
は
そ
れ

ぞ
れ
27
・
1
％
、
4
・
7
％
で

減
少
し
て
い
る
。

問　

改
善
率
は
非
常
に
低
い
。

県
の
「
健
や
か
山
梨
21
」
で
は
、

24
年
の
男
性
の
喫
煙
率
24
・
5

％
。
10
年
後
に
は
13
・
9
％
を

掲
げ
て
い
る
。
県
の
目
標
以
上

に
減
少
さ
せ
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長　

禁
煙
教
室
や
、

喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
防
止
の

P
R
を
続
け
て
い
る
。

問　

公
共
的
な
空
間
で
は
、
原

則
と
し
て
全
面
禁
煙
と
す
る
考

え
は
。

福
祉
保
健
課
長　

町
で
も
、
が

ん
や
糖
尿
病
な
ど
疾
病
の
原
因

と
な
る
受
動
・
能
動
喫
煙
の
防

止
対
策
が
、
健
康
被
害
を
回
避

す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
、

周
知
・
啓
発
活
動
や
、
禁
煙
教

室
な
ど
を
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　

受
動
喫
煙
は
、
が
ん
の
発

生
率
が
自
身
の
喫
煙
よ
り
も
高

い
。
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
に

ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
く
か
。

福
祉
保
健
課
長　

県
の
禁
煙
の

認
定
を
受
け
て
な
い
施
設
に
つ

い
て
認
定
を
受
け
る
よ
う
に
進

め
、
公
共
施
設
の
禁
煙
活
動
が

進
ん
で
い
る
と
P
R
し
て
い
き

た
い
。

【
他
の
質
問
事
項
】

・
リ
ニ
ア
事
業
の
町
内
の
大
規

　

模
工
事
に
よ
る
不
安
と
影
響

　

へ
の
懸
念
に
つ
い
て

活性館について検討された状況は

青柳宿2施設の利活用調査を行う青柳宿2施設の利活用調査を行う

公
共
的
空
間
で

禁
煙
対
策
を
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禁煙・分煙認定施設に交付される
ステッカー（山梨県）



問　

障
が
い
の
あ
る
方
が
緊
急

時
や
災
害
時
な
ど
で
困
っ
た
時

に
、
周
囲
に
配
慮
や
手
助
け
を

お
願
い
す
る
た
め
の
情
報
を
伝

え
る
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の
導

入
は
。

福
祉
保
健
課
長　

「
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
」
は
、
障
が
い
者
な
ど
が

携
帯
す
る
カ
ー
ド
で
、
緊
急
連

絡
先
や
支
援
し
て
ほ
し
い
内
容

が
記
載
し
て
あ
り
、
東
京
都
を

中
心
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
町
で
は
障
が
い
者
な
ど

が
日
常
的
に
携
帯
し
、
地
震
な

ど
不
測
の
災
害
が
起
こ
っ
た
場

合
に
備
え
、
迅
速
に
円
滑
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
導
入
し
て
い

く
。

問　

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
外
見
で
は
分

か
ら
な
い
方
。
例
え
ば
義
足
や

人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
、

内
部
障
が
い
や
難
病
、
妊
娠
初

期
な
ど
。
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
周
囲
に
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
た
め
の
「
ヘ
ル
プ
マ

ー
ク
」
の
導
入
は
。

福
祉
保
健
課
長　

2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
国
内
統

一
マ
ー
ク
と
し
て
全
国
的
に
普

及
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
町
で

も
導
入
す
る
。

問　

「
母
子
健
康
手
帳
」
は
妊

娠
か
ら
出
産
、
予
防
接
種
、
母

子
の
健
康
状
態
な
ど
を
一
冊
に

ま
と
め
て
記
録
す
る
大
切
な
物

だ
が
、
「
電
子
母
子
手
帳
」
は

子
育
て
情
報
の
提
供
だ
け
で
は

な
く
、
災
害
時
等
に
も
貴
重
な

記
録
媒
体
と
な
る
。
電
子
母
子

手
帳
の
考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

町
の
情
報

は
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
、
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
、

電
話
や
訪
問
・
来
庁
時
に
声
か

け
を
し
て
、
母
子
の
健
康
状
態

や
相
談
事
を
い
ち
早
く
把
握
す

る
対
応
を
と
っ
て
い
る
。
4
月

か
ら
始
ま
る
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
一
層
強

力
に
す
す
め
る
の
で
、
電
子
化

は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て

研
究
は
す
す
め
る
。

問　

外
出
時
や
緊
急
時
に
母
子

手
帳
が
手
元
に
な
く
て
も
、
ス

マ
ホ
で
母
子
手
帳
と
同
様
の
情

報
を
、
病
院
に
提
示
で
き
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
「
母
子
健
康
情
報
サ
ー
ビ

ス
」
の
考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

国
で
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
サ
ー
ビ

ス
を
、
来
年
度
か
ら
順
次
開
始

す
る
。
県
で
は
平
成
30
年
度
か

ら
「
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ

と
」
を
利
用
し
て
、
子
育
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。
町
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
活
用
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。

小
林
有
紀
子
議
員

障がい者支援「ヘルプカード」は

早い段階で導入し、マークも周知早い段階で導入し、マークも周知

母
子
手
帳
の

電
子
化
は
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周囲に手助けをお願いしています
（ヘルプカード・ヘルプマーク）



議会のおもな活動日誌
教育厚生常任委員会行政視察
議会基本条例制定推進部会
議会運営委員会、議会改革特別委員会ICT推進部会
埼玉県秩父郡皆野町町議会視察（来町）
リニア対策特別委員会
議会運営委員会、全員協議会
議会運営委員会
総務産業建設常任委員会行政視察
議会基本条例制定推進部会

27日
7日
10日
16日
20日
24日
27日
1日
3日

1月
2月

3月

第1回臨時議会が開催され、専決処分承認案1件、条例改正案3件、契約締結案1件について、原案のとおり可決した。

専決処分の承認
一般会計補正予算の内容
・降雪による除雪作業経費　40万円

条例の一部を改正
・公共下水道使用料の改正
・水道料金の改正
・簡易水道料金等の改正

契約の締結
・町内小中学校ICT機器購入　905万円

1月24日

小中学校に導入された電子黒板

　3月1日に、木質化に改築された山中湖村役
場庁舎を視察した。

　1月27日に、新設された南アルプス市南部給
食センターを視察した。
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　議会では、町内在住の20歳以上の方（町職
員・町議会議員とその家族を除く）で、議会広
報の批評や提言、情報の提供をしていただけ
るモニターを次により募集します。

・募集人員
・任期
・締め切り
・お問合せ・応募先

10人以内
1年
平成29年5月19日

議会事務局　☎0556（22）7211

19

略語に（　）で正式名
が書いてあるのが良い。

「おじゃまします」新しい試みで良い。
地域のために活動しているグループ
などを紹介してください。

議会の主な活動に会議や委員会の
内容があると興味を持つと思う。

文字の大きさ、写真・表の大きさを
統一すれば、さらに見やすくなると思う

専門用語がわからないので、
注釈で説明があるとありがたい。

一般質問は、色分けしてあり
見やすい。

一般会計の金額が、町民1人当たり
に換算されて身近に感じる。

補正予算の項目別金額が、
一目でわかりやすい表で
良かった。

読めば面白い。
何人かから写真が出ていたよと
からかわれたので、見ている人
は見ている。モニターを体験す
るのも面白い。

1年間ありがとうございました。
この意見を反映して、より良い議会だよりの作成に努めてまいります。
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7 これからも情報をお寄せください！皆さんの活動を突撃取材します

環境を考える会エコ・21を取材しました 取材日：3月27日　川口正満議員、長澤健議員

　4回目の今回は「環境を考える会エコ・21」の取材にゆあーず
あんどゆうずにおじゃましました。「環境を考える会エコ・21」
は、環境にやさしい活動を熱心に行っています。
　EM菌を含む原液と、糖蜜、米のとぎ汁からEM発酵液を作
り、水質の浄化や生ごみを発酵したり、花や野菜にも栄養と
なったりと、幅広く利用されています。甲州富士川まつりで、いま
まで5回にわたり来場者にEM液を無料配布して、地域の方々に
もとても喜ばれています。
　昨年夏から障害者就労支援事業所「ゆあーずあんどゆうず」
の利用者とともに、毎月ボトル詰めして商品を作り、秋には、第
一保育所のプールに入れて浄化作業を行いました。
　「今後も、同施設と協力をしながら、環境にやさしい商品を
広めていきたい」と、皆さんの目が輝いていました。

広報常任委員会 長澤　　健委　員　長 青栁　光仁副委員長 齊藤　正行 ・ 秋山　　勇 ・ 川口　正満 ・ 深澤　公雄委　　員
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ゆあーずの方：みんなでやると楽しいです。その日
は、準備して待っています。
職員の小沢さん：自分たちの仕事として、自主性
が出てきてありがたいです。
エコ・21のみなさん：町の協力も得て、よい仲間
が増え、やりがいや刺激を受けています。
※参考
EM菌とは乳酸菌、酵母菌、光合成細菌などの有用微生物群

Q：活動してよかったこと、嬉しかったことは?

今後の予定は？今後の予定は？今後の予定は？

ゆあーずで共同作業。また、自分たちだけで活動。
月1回

EM石鹸を製造
（食用廃油を利用して、環境にやさしい石鹸を作ります）

4月末

第一保育所のプールに2回目のEM液を投入
（EM菌が藻を分解するので、清掃作業が簡単になります。）

5月

みんなで作業

ラベル貼り作業

EM液をこす作業

「環境を考える会エコ・21」では会員を募集中です。


